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15. 愛鷹 山 麓

(1) 地形・地質

愛l龍山は富士山の南側に位置する第四紀の火山で， その北函館は富士火山， 東箆は策瀬川を挟

んで箱根火山に， また南麓は駿河湾に接している。活動最盛期には 2，500m くらいの高さを有し

たと考えられているが，山体は破壊され，現在，最高峰である越前岳でも 1，507mである。山体

の中心は極端に北に偏しており ，南東方には広大な裾野が聞けている。放射状の深いV字谷が良

く発達し，浸食比は約 29% で，箱根西麓の 20%よりかなり大きい。南麓の標高 300m以下には

緩斜面が残されており ，畑地として利用されている。

愛J.~~火山の基盤岩は地表ではみることができない。しかし， 富士南麓の標高 700111 地点で掘削

された石、油試掘井のコア ーを鑑定した津屋 (1968)によれば，地表から 280m まで新富士火山I噴

出物，400 m くらいまで古富士火山噴出物，600mくらい まで愛庇火山噴出物で，以深は御坂層

に属する変質した凝灰岩，安山岩と砂岩であるという (2)。したがって，この火山の基盤が第三紀

中新世の御坂層であることは まずH打違いないであろう。沢村 (1955)は，本火山の活動を玄武岩

を噴出した旧期活動と安山岩を噴出した新期活動に大別し，両者の聞に悲千の浸食期を考えてい

る (6) 。 旧期活動は玄武治機岩と同質の火砕岩からなっていて，愛J.\~~火山体の主音[1を構成し，下部

火砕岩，中部火砕岩および上部火砕岩に細分される。 下部火砕岩は，赤誠j}ljと須主jlt川上流部の標

高 600m 以上の高地 に分布する。よく締まった集塊岩~凝灰角凝磯岩からなり ，7.1<文地質的に

は難透水~不透水性である。 中部火砕岩は山麓に広く分布する隷~暗灰色の火山砂I深層を主とす

る地層で，中に凝灰角磯岩，スコリアを挟む。火山砂磯やスコリアは未固結のことが多く，その

部分が有力な帯水層となっている。本層の下部には，井戸 1，2にみられるように溶岩を伴うこ

ともある。 上部火砕岩は凝灰角磯岩を優勢とするが，中に玄武岩の溶岩を伴う。主として， 111体

の中腹から上に分布するが，柳沢，南一色付近では待状に裾野にまで流れてきている。長泉町 と

栂野市の境界をなす梅ノ木沢下流部にみられる玄武岩溶岩は本層に属する。梅ノ木沢下流部の東

名高速道路鉄橋下には，この溶岩より湧出す る 500 ~ 600 m3fdの湧水がある。

新期活動は主として安山岩の溶岩を噴出し，山体を成長させた。山頂付近を主分布地とするが，

長泉町の桃沢川右岸では高山まで流れ出している。地域北方にある黒岳の活動も新期と考えられ

ている。分布が狭いので、有力な地下水は期待できない。

山麓の表面にはロ ーム眉が最大 20m の厚さで覆っており ，放射状の浸食谷の底部には沖積層
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図 2-3-108 愛鷹 山麓 水文 地質図
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図 2-3-109 水文地質断面図

地質時代 | 
表 2-3-33 愛防火 山水文地質層序表

周序|岩 相 レ九「ノ下也41'
 

Y新世E 

1中 干支 層|砂磯泥土9 粘土シル ト |海同では有力
な地下水あり

富士火山噴出物|溶治 |有力な地下水あり

第
層 | ロ ー ム |地下水なしロ ム

四
更

箱根古期外献 |有力な地下水あり

新期火山岩頼
胤愛

浴岩 |地下水開発困難

新
上部火砕岩 |日 ! 腕干期によっ吋

紀 火 凝灰角機場 ・溶岩
期 山

待できる

il!: 
中部火砕岩火山 I物出貸 会忠砂磁を主とし凝灰角磯岩を | 有力な地下水あり

下部火砕岩岩類 集塊岩~凝灰角T線岩 |地下水開発困難

が帯状に分布している。また，黄瀬川の低平地には，富士火山の初期に噴出されたと考えられて

いる三島溶岩が古賀瀬川の谷を埋めて分布する。 この三島溶岩はきわめて多孔質で，かつ小亀裂

に富むため有力な帯水層となっている(表 2-3-33，I罰2-3-108，109)。

(2) 地下水

愛腿山麓には， 湧出量 1O ~ 20 m3 fd くらいの小湧水が点在するが， 梅ノ沢湧水の 500 ~ 600m3fd

が最も大きい。 しかし，富士火山噴出物に属する三島溶岩の末端に位置する三島市内 と，柿田川

には大湧水がある。三島湧水の湧出量は，夏期には 3m
3fdが観測されるが，芦 ノ湖から箱根用

水への放流を 中止する冬期には湧水は全くなくなるという(表 2-3-34)。
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表 2-3-34 愛関 山 麓 の主な湧 水

湧 7]( 名 |湯水量 m i切 出 機 構 制台 考

三島市内湧水の合計 I冬夏期期 ~.24 I 三島溶岩から湧出 li;;;:;宮本昇測定

柿田川 湧 水 11 |附 8静岡県

梅ノ 木 沢湧水 0.007 I 鮒 j切火山岩類の玄武岩溶岩より側 |日70.10筆者概測

山麓小湧水の合計 0.003 I愛舵旧期火山岩類の火山砂磯より湧出 い970.10 11 

策瀬川低平地に沿って流動した三島溶岩にはきわめて有力な地下水があり ，深度 50m くらい

の井戸で 1井当り 5，000m
3fcl以上の水量を得ているものが多く ，工業用水源となっている。

愛胞山麓の地下水開発は，主として南麓の沼津市と長泉町内で行われている。代表的な井戸諸

元と柱状図を表 2-3-35と図 2-3-110に示す。

表 2-3-35 代 表 的な井 戸諸元 一 覧表

番ー号 井 戸 名 称 標高|叶判明位 |揚水水中変動量|揚水量 l比湧叫m I mm  I m I m I m I m I m3/d I m3/d/m 

1 富士 エ ー ス井 370 250 244 227.1 229.1 2 288 144 

2 コ•. 焼 却 場井 295 250 221 157.8 158.8 l 403 403 

3 和晃開発 1 号井 234 250 170 107.7 116.6 8目9 762 85.6 

4 元長窪浄水揚井 173 300 173 55.9 62.8 6，9 1，872 271.3 

5 元長窪簡水井 110 300 120 13.0 25.0 12 2，160 180 

6 1 Fti 一色 7 号井 110 200 107 自噴(+25) 8，064 

7 畑 振八分平井 90 250 120 自 nJ~(+2.9) 13.6 16.5 1，903 115.3 

8 沼津イ ンタ ーチェン ジ井 110 200 130 63.0 75.0 12.0 556 46.3 

9 図 産 a竜 機 労二 35 250 105 15.5 24.5 9.0 1，200 133.3 

10 孟t且尽 月 工 場 井ー 94 250 130 62.2 63.6 1.4 2，160 1，542 

11 鳥 弁 チド 32 150 103 25.0 38.0 13.0 668 51.3 

12 沼津市金岡井 113 200 120 82.6 86.1 3.5 576 164.5 

13 沼津市さくら 寮井 102 200 120 73 81 8.5 382 47.7 

14 畑振中沢田 3144 113 250 150 92 97.8 5.8 1，442 248.6 

15 |ヨ illi :;)1二 120 300 200 81.5 88.3 6.8 1，872 275.2 

16 I.U 国 I![ 体 :)j二 25 150 83 8.0 13.6 5.6 360 64.2 

17 沼津市東原井 9 200 77 。 4.9 4.9 1，034 211 

18 官士裾野カ ントリ ー井 386 300 180 64.3 82.5 18.2 1，425 78.3 

19 小 泉 サファリ 一 井 710 250 250 116.5 129.9 13.4 600 44.7 

20 大昭 和勢子辻井 749 250 330 148.0 230 82.0 400 4.9 

上表のうち，井戸番号 18-20の 3井は北麓で掘削したものであるが，1 - 17までは荷麓に位

置する。 これらの井戸はすべて旧期火山岩類のうち，中部火砕岩の中に賦存する地下水を採水の

対象としており，中部火砕岩が有力な得水層を形成している ことがわかる。しかし，梅ノ木沢湧

水のように，上部火砕岩中に も場所によってはかなり有力な地下水が賦存されている こ ともあ

ヲ

00  

既設井戸資料を もとに作図した地下水直i等高線は図 2-3-108に示したと おり である。同図から，
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本地域の地下水面は南方に約 1/25の勾配をもっていることがわかる。この地下水面の形態は，愛

時東南麓に賦存する地下水の主な極義務、が須山~十笠木方面の富士山麓である ことを示唆してい

る。

愛府東南麓の井戸は，標高50in 位の地域で大体 80 ~100 m の深度であるが3 標高 300mくら

いのところでは， 大体 200 ~ 250 111 と深くな っている。 このこと は，高標高地ほと、地下水面が深

くなっているためで，地下水面勾配が地形勾配 より緩やかである ことを示す。 比湧出量と井戸の

位置する標高 との聞には特別な相関関係はな く， 50 ~ 250 m3/d/mの間に ある。図 2-3-108に示

したように，梅ノ木沢と杭沢川とに挟まれた八分平地区と，桃沢川右岸の高山から岡一色のかけ

ての地域ならびに高橋川左岸地域には 200m3/d以上の高数値帯のある ことがわかる。

(志村馨・佐藤昭〕
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16. 西富士山麓 (富士西麓〉

(1) 地形・地質

ここでいう西富士山麓とは，天子山地の竜ケ岳と富士の主l峰を結んだ線を北限とし， 錦ケ 11嘩と

十里木，赤淵川を結ぶ線を東限と して， 天子，蒲原山地の東縁山脚部 を西限とする面積約 450

km2の地域をさす。

コニ ーデ型火山の特徴である美しいスロ ープと広大な裾野をもち，その山脚部には，猪之頭，

白糸の滝，淀師，富士宮湧玉および吉原浅間神社などの大湧泉が点在し，農業用，工業用，上水

道用，雑用水源として山麓住民に恩恵を与えている。しかし，一歩山腹に入れば湧水はもちろん

のこと，開析谷の大部分は平常流をもたない荒れ川 となっている こと が多く ，緩傾斜山腹に点在

する畑作農家は水利に恵まれない不安定な営農をつづけている。

1960年代の半ばから始まった高度経済成長期には，民間による別荘地， ゴノレ フ場などのレジャ

ー施設の建設が活発化 し，それら施設の用水確保を目的とした地下水開発が数多く行われるよう

にな った。

このような農業用水，工業用水，上水道用水. レジャ ー施設用水の開発のため実施 された調査

には，電気探査が圧倒的に多く採用され，富士西麓だけで も2，000点を超 している。 また，掘削

された深井戸の数は 1975年末で 200井を超すと推定される。

富士山は典形的なコ ニーデ型火

山で，頂上には直径 500mの円形

クレ ータを もっ。 斜面の傾斜は頂

上付近で約 34度であるが，中腹か

ら裾野にかけて 25度から 17度に

減少し，ある種の指数曲線を示す。

しかし，末端地形はかなり複雑で

ある。 この傾向は，西側の天守，

御坂山塊に接する付近で著しい。

芝川 と潤井川に挟まれた地域には，

後述する洪積層 Iおよび、洪積層E
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図 2-3-111 富士山の三部構造模式図 (津屋，1938) 

* この地域の水文地質学的な研究は神保 (1917)その他の人々によって局部l約に行われてきたが，組織

的な調査研究は農林水産省と静岡県によって 1945年から突施されたのをはじめ とする。 この調査の特

色は，電気探査，弾性波探査などの物理探査が導入されたことである。その結果，富士山箆における

地下水の大まかな賦存機構，流動機械が明らかにされ，成果の一部は志村 (1960)(l)，宮本 (1967，

1968y"臼)によ って発表されている。


